（様式２）

名古屋市立大学大学院医学研究科教授任期制再任審査目標書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　名古屋市立大学大学院医学研究科長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分野名　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　

目標設定期間　：　平成　　年　　月　～　平成　　年　　月

（１）研究（２）教育（３）診療・臨床活動（４）対外活動・管理運営の各項目について、別紙のとおり提出します。

　

（注）裏面「医学研究科教授の任期制に関する申合せ」の審査項目・審査基準を参照のうえ記載すること。
　１．審査の項目 

　　１）研究業績 

　　　　ⅰ）原著論文及び著書の執筆状況、ⅱ) 学会における活動状況、 

ⅲ) 各種研究費の取得状況、iv) その他 

　　２）教育業績 

ⅰ) 講義、実習等の時間と内容、ⅱ) 学生による教育評価 

ⅲ) FD活動、ⅳ) その他 

　　３）診療業績 

ⅰ) 専門臨床内容とその能力、ⅱ) チームワーク（チーム医療） 

ⅲ) 患者への対応、医学倫理、ⅳ) その他
　　４）管理・運営、対外活動 

ⅰ) 教室運営、ⅱ) 学内委員会活動 

ⅲ) 対外活動、ⅳ）その他 

　　５）受賞その他 

　２．審査の基準 

　　　　以下の考え方を基本として総合的に審査する。 

１） 研究業績： 

　　　　①　国際性を重視 

　　　　②　論文の数のみならず質も評価 

　　　　③　研究途上の業績も配慮 

　　　　④　研究業績が不十分な場合：その理由の妥当性を考慮 

２）教育業績： 

　　　　①　講義、実習等の実時間数 

②　その内容や教材の工夫 

③　学生からの評価 

　　　　④　FD活動 

　　　　⑤　学生、院生のモチベーションをたかめているか等を総合的に評価する。 

３）診療活動： 

①　診療実績 

　　　　②　特殊診療技術 

　　　　③　先端医療 

　　　  ④　診療経営実績 

　　４）管理・運営、対外活動
①　若手の医師、研究者のモチベーションをたかめているか等を総合的に評価する。 

②　学内委員会や学外での活動を総合的に評価する

１、研究（臨床研究も含む）

１）自らが直接関わる研究課題・２）教室として関わる研究課題・３）外部との共同研究課題（含海外）

それぞれに課題に関して、（１）これまでの研究成果（含研究費獲得実績）、（２）今後７年間の研究計画と到達目標（含資金計画）、（３）国内外における位置づけ、（４）企業化・製品化の可能性。

２、教育（大学院・学部それぞれについて）

１）自らが直接関わる教育・２）教室としておこなうべき教育

（1） 現状と実績、（２）自らの教育理念、（３）今後７年間の教育計画（本学の基本的教育研究目標との

関連、技術的な改善点などを含む）と具体的獲得目標。

３、診療・臨床活動（基本的には臨床系教員。基礎系などで病院非常勤医となる者はoptional）

１）自らが直接関わる診療・臨床活動・２）教室または診療科として関わる診療・臨床活動

それぞれの課題に関して、（１）診療・臨床活動の現状と実績、（２）今後７年間の診療・臨床活動における計画、具体的獲得目標（医療内容、安全対策、経営改善、チーム管理、その他）、（４）診療以外の臨床活動について（臨床治験など）。

４、対外活動（学会、政府、自治体、企業、NGO、ボランティア、その他）、

管理運営（教室レベル、研究科／学部レベル、全学レベル、etc）

自由に。

